
安
城
文
化
協
会
が
、
郷
土
の
文

化
を
高
め
た
人
や
、
優
れ
た
創
作

活
動
を
し
た
人
た
ち
に
贈
る
文
化

功
労
賞
な
ど
の
受
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。
表
彰
式
は
、

月
３
日

１１

抄
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
安
城
文
化
賞
の
該
当
者

は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
文
化
功
労
賞

石
原
博
之〈
写
真
／
古
井
町
／

ひ
ろ
ゆ
き

７３

歳
〉

文
化
協
会
理

事
、
安
美
展
審

査
員
と
し
て
会

の
運
営
、
発
展

に
尽
く
す
と
と
も
に
、
全
日
本
写

真
連
盟
安
城
支
部
代
表
、
写
真
講

座
の
講
師
と
し
て
、
後
進
の
指
導

育
成
に
あ
た
る
な
ど
、
写
真
文
化

の
普
及
、
発
展
に
努
め
た
。

鈴
木
秀
子〈
箏
曲
／
二
本
木
町
／

ひ
で

こ

歳
〉

６９

文
化
協
会
理

事
、
初
代
安
城

箏
曲
連
盟
会
長

を
歴
任
し
、
数

多
く
の
演
奏
会
な
ど
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
箏
ク
ラ
ブ
や
市
民
講

座
の
講
師
と
し
て
、
後
進
の
指
導

有
莉
江（
東
山
中
）、岩
月
萌（
同
）、

ゆ

り

え

も
え

鈴
木
比
奈
子（
安
祥
中
）、天
野

ひ

な

こ

杏き
ょ
う

香（
同
）、木
村

か

亮り
ょ
う

太（
同
）、馬
場
萌

た

も
え

巴（
同
）、門
井
晴
香（
同
）、木
下
怜

は

か
ど
い
は
る
か

れ

実（
同
）、成
瀬
真
由（
同
）

み

ま

ゆ

来（
桜
井
中
）、野
本
兼
聖（
篠
目
中
）

く

け
ん
せ
い

■
入
選（

点
）

１７

大

慎
平（
安
城
南
中
）、松
野
友

し
ん
ぺ
い

ゆ
う

香（
安
城
北
中
）、岡
部
萌
音（
同
）、

か

も

ね

成
瀬
美
玖（
同
）、宮
地
里
奈（
同
）、

み

く

り

な

大
神
輝（
同
）、

ひ
か
る

杉
山
友
映（
同
）、浅

と
も
え

岡
優（
安
城
西
中
）、都
築
明
日
香

ゆ
う

あ

す

か

（
桜
井
中
）、杉
浦
佳
那（
同
）、樋
口

か

な

仁
美（
同
）、

ひ
と
み

善み
よ
し

大
輝（
東
山
中
）、前

だ
い
き

田
芽
衣
美（
同
）、大
矢
柚
香（
安
祥

め

い

み

ゆ
ず
か

中
）、山
口
未
結

み

ゆ

（
同
）、井
上
聖
菜

せ
い

な

（
篠
目
中
）、バ
ー

ゾ
ン
ア
イ
チ（
同
）

■
佳
作（

点
）

２０

家
田
祥し

ょ
う

伍（
安
城

ご

南
中
）、浅
井
千
晶

ち
あ
き

（
同
）、稲
垣
里
紗

り

さ

（
安
城
北
中
）、鳥

居
和
音（
同
）、澤

か
ず

ね

田
梨
花（
明
祥
中
）、

り

か

沓
名
雄
大（
安
城

ゆ
う

た

西
中
）、岩
井
柚
樹

ゆ
ず
き

（
同
）、服
部
瑞
希

み
ず

き

（
同
）、鳥
居
也
紗

な
り

さ

（
同
）、加

弘
哉

ひ
ろ

や

（
桜
井
中
）、鳥
居

紗
奈（
同
）、服
部

さ

な

中
学
１
年
生
を
対
象
に
募
集
し
、

１
４
４
７
点
の
応
募
作
品
が
あ
り

ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、

月
５
日
晶
か

１１

ら
、
各
地
区
公
民
館
で
１
週
間
ず

つ
展
示
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。ま

た
、
特
選
の
３
点
は
、
県
選
挙
管

理
委
員
会
の
審
査
に
応
募
し
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
特
選（
３
点
）

若
杉
俊し

ゅ
ん

佑（
安
城
北
中
）、太
田
実

す
け

み若杉俊佑さんの作品太田実来さんの作品野本兼聖さんの作品

に
熱
心
に
取
り
組
む
な
ど
、
箏
文

化
の
発
展
、
振
興
に
努
め
た
。

■
文
化
協
会
賞（
個
人
）

田
中
直
代〈
洋
画
／
今
本
町
／

な
お

よ

６３

歳
〉

杉
浦
辰
子〈
洋
画
／
福
釜
町
／

た
つ

こ

５８

歳
〉

天
野
月げ

っ

祥し
ょ
う（
基
宏
）〈
書
／
今
本
町

も
と
ひ
ろ

／

歳
〉

５８
■
文
化
協
会
賞（
団
体
）

安
城
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ〈
マ
ジ
ッ

ク
／
代
表
水
上
保
之
〉

■
文
化
奨
励
賞

畔
柳
春し

ゅ
ん

華か
（
節
子
）〈
書
／
里
町
／

せ
つ

こ

歳
〉

６７山
下
豊
麗
由

ほ
う
れ
い

ゆ
（
由
紀
子
）〈
民
踊
／

ゆ

き

こ

石
井
町
／

歳
〉

６６

神
谷
雅
楽
抄
世

う

た

さ

よ
（
久
美
子
）〈
箏
曲

く

み

こ

／
高
浜
市
／

歳
〉

４６

■
文
化
振
興
賞

杉
山
善
一〈
山
野
草
／
和
泉
町
／

ぜ
ん
い
ち

歳
〉

８１

入賞作品展示対象中学校ところと き

明祥・安城西・桜井二本木公民館１１月５日晶
～１１日昭

安城北・東山・篠目北部公民館
１１月１２日晶

～１８日昭
安城南・安祥昭林公民館

明祥・安城西・桜井西部公民館
安城北・東山・篠目作野公民館

１１月１９日晶
～２５日昭

安城南・安祥安祥公民館
明祥・安城西・桜井南部公民館
安城北・東山・篠目中部公民館

１１月２６日晶～
１２月２日昭

安城南・安祥東部公民館
明祥・安城西・桜井桜井公民館

市内全中学校文化センター１２月３日晶
～９日昭

※１１月８日捷・１５日捷・２２日捷・２４日昌・２９日捷、１２月６日捷は休館。

■問
▼
行
政
課

（
緯〈

〉２
２
０
８
）

７１

■問
▼
市
民
会
館

（
緯〈

〉１
１
５
１
）

７５

文
化
功
労
賞
ほ
か
各
賞
を
決
定

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
を
決
定

広報あんじょう 2010.11.1 迦広報あんじょう　2010.11.1過

切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

教
室
申
し
込
み
」と
明
記
の
う

え
同
館
へ
。

●
教
室
名
／
と
き
／
対
象
／
定

員
／
参
加
費
　
左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
し
込
み
　
　
月
５
日
晶
～
　

１１

１７

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
来
館
す
る
か
郵
送
で

市
体
育
館（
〒
　－

０
０
６
１
新

４４６

田
町
新
定
山
　－

８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
　
月
　
日
昌

１１

１７

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
た
も
の
と
、
　
円
８０

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉５
１
８
２
）

７５

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
３
期
）

参加費定員対象開始時間曜日教室名

２１００円

各
３０人

小学生（初心者）午後６時金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

１４００円女性午後１時３０分木シェイプアップ

２８００円

一般

午後３時火太極拳

各
１４００円

午前１０時金

健康体操

エンジョイ
エクササイズ

３５００円４０組１歳６か月～未
就園児とその親

親子からだあそび
とママエアロ

２２００円２５人
一般（初心者）

午後７時土ラージボール卓球

１９００円３０人午前１０時３０分火エアロビクス

２１００円４５人６０歳以上午後１時３０分
木

シルバー
エクササイズ

各
３５００円

各
２５組

２歳～未就園児
とその親

①午前１０時
②午前１１時３０分

ふれあい
親子スクール

２３００円１００人
小学４～６年生

午前９時３０分土陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

各
２９００円

７５人
午後６時

水バスケットボール

３０人小学４～
中学３年生

木バレーボール

３０００円３５人午後５時土

バドミントン 各
３４００円各

４０人

高校生以上午後７時火

女性
午前１０時

水

３０００円金卓球

２６００円２０人女性（初心者）木インディアカ

※いずれも、１人６００円のスポーツ保険代が別途必要。
※期間は１～３月。
※定員に達しない教室は、１１月２６日晶午前９時から再受け付け。

　
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
と
は
、

環
境
に
対
し
て
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
持
つ
人
を
「
環
境
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」と
し
て
登
録
し
、
地
域

の
学
習
会
や
小
・
中
学
校
で
の
総

合
学
習
な
ど
へ
、
講
師
と
し
て
派

遣
す
る
も
の
で
す
。

●
提
供
で
き
る
環
境
学
習
　
エ
コ

ラ
イ
フ
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ご

み
分
別
、
ご
み
減
量
、
地
球
温
暖

化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
こ

と
な
ど

※
右
記
以
外
で
も
、
対
応
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
原
則
、
学
習
会
や

総
合
学
習
な
ど
の
開
催
日
の
１
か

月
前
ま
で
に
、
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
派
遣
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
環
境
首
都
推
進
課
へ

※
申
請
書
は
同
課
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
ま
す

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１



　
市
議
会
で
は
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
の
実
現
や
、
市
民
へ
の
情

報
提
供
の
見
直
し
を
目
的
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
主

な
結
果
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
今
後
は
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

議
会
改
革
の
進
め
方
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
報
告
書
は
、
議
会

事
務
局
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

中
央
図
書
館
、
各
地
区
公
民
館
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
概
要

●
調
査
期
間
　
７
月
下
旬
～
８
月

中
旬

●
調
査
対
象
者
　
市
内
在
住
の
　２０

歳
以
上
の
人
か
ら
無
作
為
抽
出
し

た
、
各
世
代
の
男
女
各
　
人（
総

１５０

計
１
８
０
０
人
）

●
回
答
者
数
　
　
人（
回
収
率
　
・

８７６

４８

８
％
）

■問
▼
議
事
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
２
）

７１

表２　世代別回答者数

無回答７０代以上６０代５０代４０代３０代２０代

１３人１７０人２０２人１６７人１３５人１０５人８４人
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■
相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得

し
た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険

契
約
な
ど
に
係
る
年
金
の
所
得
税

の
取
り
扱
い
を
改
め
ま
す

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
　

年
分
か

１７

ら
平
成
　

年
分
ま
で
に
つ
い
て
、

２１

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
刈
谷
税
務
署
ま
た
は
国
税

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
青
色
申
告
決
算
説
明
会

●
と
き
　
　
月
　
日
晶
午
前
　
時

１１

１９

１０

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
個
人
青
色
申
告
者

●
持
ち
物
　
事
前
に
送
付
し
た
資

料■
年
末
調
整
説
明
会

●
と
き
　
　
月
　
日
晶
午
後
１
時

１１

１９

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
法
人
・
個
人
白
色
申
告

者●
持
ち
物
　
事
前
に
送
付
し
た
資

料

税
の
お
知
ら
せ

■問
▼
刈
谷
税
務
署
　

（
緯〈
　
〉６
２
１
１
）

２１市
民
税
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
４
）

７１

日
昇
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
、
申
込
用
紙
を
記
入

し
て
市
体
育
館
へ

※
申
込
用
紙
は
同
館
で
配
布
。

　
市
の
体
育
施
設
を
利
用
し
て
、

来
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
を

予
定
し
て
い
る
団
体
の
利
用
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
　
　
人
以
上
の
参
加
者
を

１００

対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

（
市
内
団
体
を
優
先
）

●
申
し
込
み
　
　
月
９
日
昇
～
　

１１

３０

体
育
施
設
の
年
間
利
用
計
画

申
し
込
み

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

市
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

表１　性別回答者数
無回答女性男性

９４人４１２人３７０人

図１　現在の市議会を
　　　どのように評価しますか

図２　市議会は市民に対し
　　　開かれていると思いますか
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ど
、
女
性
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
　
日
捷
～
　
日
晶

１１

１５

１９

午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時
、
　

３０

２０

日
松
・
　
日
掌
午
前
　
時
～
午
後

２１

１０

５
時

●
内
容
　

相
談
受
け
付
け
糸
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
緯
０
５

７
０〈
　
〉　
）

０７０
８１０

●
問
い
合
わ
せ
　
名
古
屋
法
務
局

人
権
擁
護
部（
緯
　〈
　
〉８
１
１

０５２
９５２

１
）、市
民
課（
緯〈
　
〉２
２
２
２
）

７１

★
　
月
は「
児
童
虐
待
防

１１
止
」推
進
月
間
 

　
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
、
自
分

が
虐
待
し
そ
う
、
そ
ん
な
時
は
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
近
く
で
虐
待
を
発

見
し
た
ら
、
迷
わ
ず
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
　

年
度
標
語
糸
見
過
ご
す
な

２２

　
幼
い
子
ど
も
の
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ

●
相
談（
通
報
）先
　
県
刈
谷
児
童

相
談
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉７
１
１

２２

１
）、市
社
会
福
祉
課（
緯〈
　
〉２
７１

２
２
３
）

★
　
月
　
日
晶
～
　
日
昭

１１

１２

２５

は「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」期
間

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関

係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

＝
Ｄ
Ｖ
）、性
犯
罪
、
売
買
春
、
人

身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
家
族
や

友
人
な
ど
に
勇
気
を
出
し
て
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

■
女
性
悩
み
ご
と
相
談

●
と
き
　
毎
月
第
２
・
４
昌
午
前

　
時
～
午
後
４
時

１０●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課（
緯

〈
　
〉２
２
２
２
）

７１★
全
国
一
斉「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化

週
間
 

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

や
め
よ
う
！
女
性
へ
の
暴
力
・
児
童
虐
待

　
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

借
金
返
済
や
多
重
債
務
で
悩

ん
で
い
る
人
に
、
弁
護
士
が

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

■
市
役
所
相
談
室
会
場

●
と
き
　
　
月
４
日
昭
・
　

１１

１１

日
昭
・
　
日
昭
・
　
日
昭
午

１８

２５

後
１
時
～
３
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
本
紙
　
月
　

１０

１５

日
号「
　
月
の
相
談
窓
口

１１

　
／
弁
護
士
に
よ
る
消
費
生

活
相
談
」を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

■
西
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

会
場

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
午
前

１１

１４

　
時
～
午
後
４
時

１０●
問
い
合
わ
せ
　
同
プ
ラ
ザ

（
緯
０
５
６
４〈
　
〉０
８
０

２７

０
）



◎
来
年
４
月
１
日
採
用
予

定
市
職
員（
保
健
師
・
任
期

付
き
職
員
）

●
申
し
込
み
　
　
月
８
日
捷
～
　

１１

１５

日
捷（
松
掌
を
除
く
）午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
受
験
申
込
書
を
持
参

か
郵
送（
必
着
）で
人
事
課（
〒
　４４６

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
緯

〈
　
〉２
２
０
３
）へ

７１※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
課
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
配
布
。

※
任
期
付
き
職
員
の
採
用
期
間
は
、

１
年
ご
と
に
更
新
し
最
長
３
年
。

■
保
健
師

●
採
用
予
定
人
数
　
２
人
程
度

●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

５５

日
以
降
生
ま
れ
で
、
保
健
師
の
資

格
を
持
つ
人
ま
た
は
来
年
３
月
末

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●
試
験
日
　

第
１
次
試
験
止
　
月
１２

　
日
晶（
筆
記
・
面
接
）、第
２
次

１０試
験
止
来
年
１
月
　
日
昌（
面
接
・

１２

作
文
・
適
性
検
査
）

■
事
務
職（
任
期
付
き
職
員
）

●
採
用
予
定
人
数
　
４
人
程
度

●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

３５

日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５５

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文
書
作

成
や
表
計
算
処
理
な
ど
）が
で
き

る
人

●
試
験
日
　
　
月
　
日
晶（
面
接
・

１２

１０

作
文
）

■
保
育
士
・
教
諭
職（
任
期
付
き

職
員
）

●
採
用
予
定
人
数
　
　
人
程
度

１４

●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

３５

日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５５

保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

の
両
方
を
持
ち
、
実
務
経
験
が
あ

る
人

●
試
験
日
　
　
月
　
日
晶（
面
接
・

１２

１０

作
文
）

◎
緊
急
雇
用
対
策
市
臨
時

職
員
 

●
対
象
　
今
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
、
安
城
市
に
住
民
登
録
が
あ
っ

て
居
住
し
て
い
る
人
で
、
次
に
該

当
す
る
人
。
た
だ
し
、
す
で
に
市

が
実
施
し
た
緊
急
雇
用
対
策
の
臨

時
職
員
と
し
て
雇
用
中
・
雇
用
さ

れ
た
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

暫
平
成
　
年
　
月
１
日
以
降
に
、

１９

１０

企
業
の
雇
用
調
整
な
ど
に
よ
る

解
雇
・
継
続
雇
用
の
中
止
で
離

職
を
し
た

暫
就
職
活
動
を
し
て
い
る

※
外
国
人
は
、
日
本
語
で
日
常
会

話
が
で
き
る
こ
と
。

●
雇
用
期
間
　
雇
用
の
日
か
ら
６

か
月
以
内（
　
月
１
日
昌
～
来
年

１２

５
月
　
日
昇
）

３１

●
勤
務
時
間
　
原
則
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時

●
勤
務
内
容
／
予
定
人
数
／
賃
金

暫
資
源
ご
み
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
場
内
整
理
な
ど（
環
境

保
全
課
）／
７
人
／
時
給
１
１

５
０
円

暫
明
治
用
水
緑
道
パ
ト
ロ
ー
ル
・

清
掃
業
務
な
ど（
公
園
緑
地
課
）

　
／
２
人
／
時
給
　
円
８８０

暫
道
路
の
補
修
・
舗
装
、
側
溝
清

掃
な
ど（
維
持
管
理
課
）／
４
人

／
時
給
　
円
８８０

●
選
考
日
　
　
月
　
日
昭（
面
接
）

１１

１８

●
申
し
込
み
　
　
月
８
日
捷
～
　

１１

１２

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

本
人
が
必
要
書
類
を
持
っ
て
人
事

課
へ

●
必
要
書
類
　
離
職
票
や
解
雇
通

知
な
ど
離
職
し
た
こ
と
が
証
明
で

き
る
書
類
、
臨
時
職
員
採
用
申
込

書
ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
、
住
民

票（
外
国
人
は
転
入
日
の
記
載
の

あ
る
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

※
臨
時
職
員
採
用
申
込
書
は
、
人

事
課
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
配
布
。

●
そ
の
他
　
失
業
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
賃
金
を
受
け
取
る

こ
と
で
、
失
業
手
当
の
受
給
額
に

影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■問
▼
人
事
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
３
）

７１

市
職
員（
保
健
師
・
任
期
付
き
・
臨
時
）を
募
集

広報あんじょう　2010.11.1 俄

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
午
前

１１

１４

９
時
～
午
後
１
時

●
集
合
場
所
　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち

中
央
桜
井
支
店

●
コ
ー
ス
　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中

央
桜
井
支
店⇒

リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ⇒

岡
田
農
園⇒

桜
井

福
祉
セ
ン
タ
ー⇒

エ
コ
タ
ウ

ン
桜
井⇒

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央

桜
井
支
店（
約
９
灼
）

※
幼
い
子
ど
も
連
れ
の
人
、

足
腰
に
自
信
の
な
い
人
に

は
、
短
縮
コ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

●
持
ち
物
　
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク●
そ
の
他
　
公
共
交
通
機
関

な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
区
画
整
理

課（
緯〈
　
〉２
２
４
６
）

７１

　
市
役
所
の
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
７
か
月
が
経
ち
ま

し
た
。
平
日
は
自
転
車
で
通
勤

し
て
い
ま
す
が
、
休
み
に
は
グ

ル
ー
プ
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
一
人
で

遠
乗
り
し
た
り
と
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
先

日
も
、
明
治
用
水
緑
道
を
通
り
、

豊
田
市
水
源
に
あ
る
用
水
頭
首

工
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
町

並
み
を
抜
け
る
と
、
総
合
運
動

公
園
の
先
に
は
田
ん
ぼ
や
畑
が

広
が
っ
て
、
気
持
ち
よ
い
半
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
車
に
乗
っ

て
い
て
は
通
り
過
ぎ
て
気
が
つ

か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
自
転
車

の
ス
ピ
ー
ド
だ
と
、
気
づ
く
も

の
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
こ
ろ

に
は
、
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
に

田
植
え
を
す
る
光
景
や
、
植
え

た
ば
か
り
の
苗
が
風
に
揺
れ
て

い
る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
　
月
に
市
内
を
走
っ
て
い

１０

た
ら
、
刈
り
取
り
さ
れ
た
稲
の

匂
い
や
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
良

い
香
り
が
し
て
き
て
、
秋
を
感

じ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
、
時
間
に

追
わ
れ
て
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う

見
慣
れ
た
風
景
も
、
の
ん
び
り
・

ゆ
っ
く
り
と
し
た
気
分
で
見
る

と
、
新
し
い
発
見
が
で
き
る
も

の
で
す
ね
。

　
一
方
、
街
中
の
道
は
道
路
も

狭
く
て
、
車
と
の
す
れ
違
い
に

注
意
し
な
が
ら
走
ら
な
く
て
は

な
ら
ず
、
自
転
車
が
安
心
し
て

走
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま

だ
ま
だ
改
善
が
必
要
で
す
。

　
安
城
市
は
、
高
低
差
が
ほ
と

ん
ど
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
転
車

で
移
動
す
る
に
は
と
て
も
適
し

た
ま
ち
で
す
。
環
境
首
都
・
安

城
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
に「
エ
コ
サ

イ
ク
ル
シ
テ
ィ
計
画
」が
あ
り

ま
す
。
自
転
車
道
の
整
備
を
計

画
的
に
進
め
て
い
て
、
今
年
も
、

総
合
運
動
公
園
前
の
大
東
・
住

吉
線
の
工
事
に
取
り
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
安
城
の

街
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

や
コ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
、
安
城

の
街
中
を
誰
も
が
安
心
し
て
、

快
適
に
自
転
車
で
移
動
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
副
市
長

新
井
　
 博
文
 

ひ
ろ
み
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駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
、
歩
行
者
の
通
行
障
害
を
引
き

起
こ
し
た
り
、
街
の
美
観
を
損
ね

た
り
し
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
放
置
自
転
車
を
な
く
す
に
は
、

利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必

要
で
す
。
自
転
車
駐
車
場
や
預
か

り
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

標
語
糸
困
り
ま
す
！
　
自
転
車
置

き
ざ
り
　
知
ら
ん
ぷ
り

■
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
す
る
と

き
は

①
通
路
・
入
口
付
近
へ
の
駐
車
や

割
り
込
み
は
せ
ず
、
整
理
し
て

置
き
ま
し
ょ
う
。

②
場
内
に
係
員
が
い
る
と
き
は
指

示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

③
場
内
に
長
期
間
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
な
ど
は
移
動
・
撤
去
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
自
転
車
に
は
、
必
ず
防
犯
登
録

を
し
、
盗
難
防
止
の
た
め
、
駐

車
す
る
と
き
は
二
重
に
施
錠
す

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域

　
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
、
名
鉄
新
安
城
駅
・

南
安
城
駅
周
辺
は
「
自
転
車
等
放

置
禁
止
区
域
」
で
す
。
禁
止
区
域

内
の
道
路
や
歩
道
に
自
転
車
な
ど

は
放
置
で
き
ま
せ
ん
。
放
置
さ
れ

た
自
転
車
な
ど
は
、
即
日
移
動
さ

れ
、
返
還
に
は
１
台
１
０
０
０
円

の
移
動
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
移
動
日
か
ら
　

日
た
っ
て

６０

も
引
き
取
り
の
な
い
も
の
は
処
分

し
ま
す
。

■
自
転
車
の
処
分
は
正
し
く

　
不
要
に
な
っ
た
自
転
車
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
む
か
、

粗
大
ご
み
処
理
券
を
購
入
し
て
処

分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
共

の
場
所
に
捨
て
た
り
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
置
い
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

自
転
車
に
乗
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

■問
▼
維
持
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
７
）

７１

　
月
は
放
置
自
転
車

１１ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

自転車通勤する新井副市自転車通勤する新井副市長長


